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鉄道近接工事の事故事例（2019年度）

① 長崎本線 伊賀屋・佐賀間 ケーブル切断
② 長崎本線 肥前三川(信)・浦上間 列車支障
③ 唐津線 久保田・小城間 ケーブル切断
④ 佐世保線 高橋・武雄温泉間 列車支障
⑤ 日豊本線 川原木(信)・重岡間 架線切断
⑥ 佐世保線 肥前山口・大町間 鉄道人身事故
⑦ 日豊本線 門石(信)・青井岳間 限界支障
⑧ 日豊本線 築城・椎田間 ケーブル切断

① 伊賀屋・佐賀間ケーブル切断 ② 肥前三川(信)・浦上間列車支障 ⑤ 川原木(信)・重岡間架線切断



鉄道近接工事の事故事例（2019年度）

① 長崎本線 伊賀屋・佐賀間 ケーブル切断
② 長崎本線 肥前三川(信)・浦上間 列車支障
③ 唐津線 久保田・小城間 ケーブル切断
④ 佐世保線 高橋・武雄温泉間 列車支障
⑤ 日豊本線 川原木(信)・重岡間 架線切断
⑥ 佐世保線 肥前山口・大町間 鉄道人身事故
⑦ 日豊本線 門石(信)・青井岳間 限界支障
⑧ 日豊本線 築城・椎田間 ケーブル切断

① 伊賀屋・佐賀間ケーブル切断 ② 肥前三川(信)・浦上間列車支障 ⑤ 川原木(信)・重岡間架線切断

2019年度８件の鉄道近接工事を
起因とした事故が発生



鉄道近接工事の事故事例（2019年度）

・自治体発注の除草作業（近接工事範囲外）

・踏切ケーブルを切断（約５時間踏切の警報が持続）

・当初計画の範囲外を除草(JR・発注者との打合せ無し）

2019年6月28日発生 長崎本線 伊賀屋・佐賀間 ケーブル切断



鉄道近接工事の事故事例（2019年度）

・鉄道・運輸機構発注の地質調査（ボーリング作業）

・トンネル上部を貫通し、列車の運行を支障
・誤って鉄道近接工事の範囲外での施行と認識

2019年7月11日発生 長崎本線 肥前三川(信)・浦上間 列車支障

列車とボーリングロッド衝突

トンネル上部 地質調査(ボーリング作業)



鉄道近接工事の事故事例（2019年度）

・森林組合発注の伐木作業
・切断した木が線路側へ倒れ、電気設備を切断
・事故発生から運転再開まで約３時間要した
・作業従事者が感電する恐れもあった

2019年11月11日発生 日豊本線 川原木(信)・重岡間 架線切断



鉄道近接工事の事故事例（2019年度）

・自治体発注の庁舎建築
・JR用地内を掘削し、踏切ケーブルを切断
・JR・発注者への事前打合せ無し

2020年3月2日発生 日豊本線 築城・椎田間 ケーブル切断

用地境界

バックホウにて切断



鉄道近接工事の事故事例

2016年10月8日 鹿児島本線 西里・崇城大学前駅間 列車支障

・民間発注の建物解体作業
・仮囲いが線路側へ倒壊（固定していた建物壁が崩壊）



鉄道近接工事の事故事例

・自治体発注の建物新設工事
・仮囲いが倒壊し列車のフロントガラスを破損
・お客さま、運転士に大けがの恐れ

2015年6月8日 鹿児島本線 伊集院駅構内 列車支障



鉄道近接工事における事前協議の必要性

鉄道近接工事とは・・・

※ 鉄道に近接した範囲内の工事で発生した事故により
多くのお客さまが被害にあわれ、取り返しのつかない
事態が生じることの無いよう、鉄道事業者と発議者で

ルールと手続きを取り決め、工事を進める必要がある

線路沿線での列車運行に影響を及ぼす範囲に
おいて自治体や地権者等の発議者によって
行われる工事のこと



鉄道近接工事における事前協議の必要性

『建設工事公衆災害防止対策要綱』
(令和元年9月2日国土交通省告示第496号)

(土木工事編) 第40 鉄道事業者との事前協議

１ 発注者は、軌道敷内又は軌道敷に近接した場所で土木工事を施工する場合

においては、あらかじめ鉄道事業者と協議して、工事中における軌道の

保全方法につき、次の各号に掲げる事項について決定しなければならない。

(建築工事編) 第28 鉄道及び軌道敷近傍での作業

１ 発注者は、鉄道及び軌道敷に近接した場所で建築工事等を施工する場合

においては、保全に関し必要な事項を鉄道事業者と協議しなければならない。

線路に近接した範囲で工事をする場合は、事前に当社と協議が
必要であると『建設工事公衆災害防止対策要綱』に記載



鉄道近接工事の範囲（一般区間）

※ 線路中心から概ね８ｍ以内は鉄道近接工事の範囲
（施工基面より高い位置での工事は、のり面の距離αを考慮）
※ ８ｍを超える場合であっても、使用する重機などの条件
によっては、鉄道近接工事としての取り扱いが必要となる

営業線の範囲

5ｍ α ＋ 5ｍ

営業線に近接する範囲 営業線に近接する範囲

施工基面幅

3ｍ α

(施工基面より高い場合)(施工基面と同路盤
及び低い場合)



鉄道近接工事の範囲（高架区間）

※ 境界線から概ね５ｍ以内(高架下部分含む)は鉄道近接工事の

範囲

※ ５ｍを超える範囲であっても、重機械等の転倒範囲に構造物が
ある場合は、鉄道近接工事としての取扱いが必要

5ｍ 5ｍ

営業線に近接する範囲（高架下部分含む）

境界線 境界線



鉄道近接工事の範囲

その他にも、

・ 吊荷の散乱が想定
・ 火薬類を用いる工事
・ 変電所、信号所、送電線、
信号ケーブル等に近接する工事等



近接協議の流れ（工事施工まで）

STEP１：工事の事前連絡

STEP２：協議書類取交し

STEP３：覚書等取交し

STEP４：工事施工

※鉄道近接工事の範囲であるか否か判断
・ 作業箇所・工事内容・鉄道施設への影響の確認

・ 申請者が協議書を提出し、ＪＲが回答
・ 保安要員の費用については申請者負担

・ 事故防止に関する覚書、施工計画書、事故防止
計画書、施工打合せの取交し



安全の取り組みについて（市報掲載）

※作業内容や環境条件、使用重機によっては8ｍ以上の場合でも近接工事の適用

となる場合があります。

鉄道に関する事故は、一歩間違えれば脱線事故や感電事故等、
大惨事を引き起こす可能性があります。

建物の建設・解体や、庭木や山林の木の伐採等、線路に近接した
作業を行う場合は、安全に関する打合せをさせていただきますので
、事前にＪＲ九州へご相談ください。

『鉄道近接工事』にご注意ください! !

線路内

近接工事

概ね8ｍ 概ね8ｍ

近接工事

※近接工事により列車の運行や鉄道施設に影響があった際には、損害賠償を

請求させていただく場合があります。

近接工事により列車の運行や鉄道施設に影響があった際

には、損害賠償を請求させていただく場合があります



安全の取り組みについて（ホームページ）

○ＪＲ九州ホームページ「安全へのお願い」

※詳しくは『 ＪＲ九州ＨＰ＞企業・ＩＲ・採用＞ＣＳＲ＞安心・安全の取り組み＞安全へのお願い 』


